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〈
岡
崎
氏
講
演
要
旨
〉

　
〝
花
街（
か
が
い
）”
と
は
、
芸
妓
を
呼
べ

る
店
が
集
積
す
る
都
市
の
一
画
の
正
式
な
呼

称
で
あ
る
。
戦
後
ま
で
は
全
国
各
都
市
に
存

在
し
、
本
来
の
日
本
の
文
化
と
し
て
料
亭
が

多
く
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
花
街
の
文

化
は
徐
々
に
廃
れ
て
、
現
在
で
は
全
国
で
50

カ
所
程
度
に
ま
で
減
少
し
た
。
新
潟
の
古
町

は
本
来
の
日
本
文
化
を
残
す
街
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
新
潟
が
み
な
と
ま
ち
と
し
て
栄
え
た

こ
と
で
、
花
街
は
今
な
お
貴
重
な
観
光
資
源

と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　

全
国
で
も
有
数
の
規
模
を
誇
る
古
町
花
街

は
、
空
襲
の
被
害
も
な
く
、
江
戸
時
代
の
伝

統
的
な
料
亭
街
が
現
存
し
て
い
る
。
中
で
も

行
形
亭
、
鍋
茶
屋
は
全
国
的
に
も
知
名
度
が

高
い
。
ま
た
、
株
式
会
社
の
社
員
と
し
て
芸

妓
を
雇
用
す
る
こ
と
で
、
若
手
芸
妓
の
継
続

的
な
輩
出
を
可
能
と
し
て
い
る
点
も
先
進
的

で
特
徴
が
あ
る
。

　

講
演
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会
の
冒
頭
で
、

福
田
会
頭
は「
皆
様
と
交
流
を
図
り
な
が
ら
、

新
潟
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
本
社
に

戻
っ
た
ら
『
新
潟
は
良
い
と
こ
ろ
で
あ
る
』

と
伝
え
て
い
た
だ
く
な
ど
、
新
潟
の
応
援
団

に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、古
町
芸
妓
連
の
華
や
か
な
舞

い
を
鑑
賞
す
る
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
相
互
の
交
流
を
深
め
、
各
地
の
情
報
交

換
や
新
潟
の
良
さ
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
い

ま
し
た
。

祝
15
周
年
!!

２
０
１
６
新
潟
総
踊
り
を
開
催
！

　

今
年
で
15
周
年
と
な
る「
２
０
１
６
に
い

が
た
総
お
ど
り
」が
９
月
17
日（
プ
レ
開
催
）・

18
日
・
19
日
の
３
日
間
に
亘
り
開
催
さ
れ
、観

客
数
約
16
万
人
を
動
員
。熱
気
あ
る
演
舞
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
の
18
日
に
は
、万
代
シ
テ
イ
と
古

町
７
番
町
会
場
で
踊
り
の
審
査
が
行
わ
れ
、

優
秀
チ
ー
ム
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
会
長
賞
に
は「
新
潟
総
踊
り

連
あ
じ
か
た
心（
新
潟
市
南
区
）」、新
潟
市
長

賞
に
は「
早
稲
田
大
学〝
踊
り
侍
”（
東
京

都
）」、新
潟
県
知
事
賞
に
は「
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
い

ず
み（
五
泉
市
）」が
選
ば
れ
、福
田
勝
之
会
長

（
当
所
会
頭
）、篠
田
昭
市
長
、寺
田
吉
道
副
知

事
か
ら
、各
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
は
15
周
年
を
記
念
し
、ス
ペ

シ
ャ
ル
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
、記
念
ソ
ン

グ
や
、新
潟
県
内
の
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
よ

る
合
同
の
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
踊
ら
れ
た「
下
駄
総

踊
り
」は
、地
域
資
源
と
し
て
年
々
定
着
し
、

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
る
ほ
か
、

学
校
教
育
の
中
で
も
主
体
性
や
協
調
性
を
育

む
観
点
か
ら
も
総
踊
り
を
取
り
入
れ
る
学
校

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

ご
協
賛
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業

や
商
店
街
、関
係
者
の
皆
様
方
に
は
厚
く
御

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

会長賞を授与する福田会頭

空
を
身
近
に
感
じ
る
催
し
が
満
載

新
潟
空
港「
空
の
日
」記
念
イ
ベ
ン
ト

　

航
空
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
る
た

め
に
９
月
20
日
に
制
定
さ
れ
て
い
る「
空
の

日
」を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
、９
月
11
日
に

新
潟
空
港
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、実
際
の
滑
走
路
を
歩
く
親
子
ラ

ン
ウ
ェ
イ
ウ
ォ
ー
ク
や
麻
薬
探
知
犬
に
よ
る

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、航
空
会
社
等
の

新
潟
の
大
き
な
魅
力
古
町
花
街
に
触
れ
る
！

～
支
社
長
・
支
店
長
・
営
業
所
長
等
の
交
流
懇
談
会
～

　

９
月
26
日
、「
支
社
長
・
支
店
長
・
営
業
所
長
等
の
交
流
懇
談
会
」
を
行
形
亭
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
支
社
長
、
支
店
長
、
営
業
所
長
等
29
名
と
、
当
所
か
ら
正
副
会
頭
、
相
談
役
、
監
事
、

部
会
長
、
委
員
長
な
ど
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
新
潟
大
学
工
学
部
教
授
の
岡
崎
篤

行
氏
か
ら
「
古
町
花
街
の
魅
力
」
と
題
し
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

挨拶する福田会頭

古町花街の魅力を語る岡崎氏

会長賞受賞団体
「新潟総踊り連あじかた心」による演舞
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制
服
試
着
体
験
な
ど
、様
々
な
催
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
所
は
、新
潟
空
港
整
備
推
進
協
議
会
と

合
同
で「
フ
ラ
イ
ト
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
体
験
」

を
実
施
。コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
か
ら
の
景
色
を

C
G
映
像
で
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
、操

縦
桿
を
使
っ
て
飛
行
機
の
離
着
陸
の
操
作
を

体
験
す
る
も
の
で
、子
供
か
ら
大
人
ま
で
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

『
何
平
総
領
事
と
語
る

新
潟
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
』

第
２
回
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
を
開
催

　

当
所
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
で
は
、９
月

８
日
に
今
年
度
２
回
目
の
研
究
会
と
し
て
、

『
何
平
総
領
事
と
語
る
新
潟
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
』

を
開
催
し
ま
し
た
。（
ジ
ェ
ト
ロ
新
潟
共
催
。

参
加
者
83
名
。）

　

当
日
は
、中
華
人
民
共
和
国
駐
新
潟
総
領

事
の
何
平
氏
か
ら
、「
中
国
経
済
情
勢
と
新
潟

へ
の
期
待
」と
題
し
て
、中
国
経
済
の
最
新
事

情
や
新
潟
経
済
界
へ
の
期
待
な
ど
が
語
ら
れ

た
ほ
か
、す
で
に
中
国
へ
進
出
し
実
績
を
上

げ
て
い
る
県
内
企
業
の
事
例
紹
介
と
し
て
、

㈱
コ
メ
リ
商
品
開
発
部
の
リ
ー
ダ
ー
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
井
口
敏
明
氏
か
ら
同
社
の
取
組
み
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

佐
渡
金
銀
山
を
世
界
遺
産
に
！

Ｇ
ｏ
Ｇ
ｏ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

新潟ふるさと村でのステージイベント

　

９
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）、新
潟
ふ
る
さ

と
村
に
お
い
て
、佐
渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産

登
録
を
推
進
す
る
イ
ベ
ン
ト「
佐
渡
金
銀
山

を
世
界
遺
産
に
！
Ｇ
ｏ
Ｇ
ｏ
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
６
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
主
催
：

当
所
・
佐
渡
を
世
界
遺
産
に
す
る
会
・
佐
渡
を

世
界
遺
産
に
す
る
新
潟
の
会
、共
催
：
新
潟
県

教
育
委
員
会
・
佐
渡
市
）

　

一
昨
年
、昨
年
に
続
い
て
の
３
回
目
の
開

催
で
あ
り
、今
年
は
こ
れ
ま
で
の
好
評
を
受

け
て
初
め
て
週
末
２
日
間
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、佐
渡
に
ま

つ
わ
る
ク
イ
ズ
や
太
鼓
の
演
奏
な
ど
に
加
え

て
、
地
元
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト「
Ｒ
Ｙ
Ｕ
Ｔ

ｉ
ｓ
ｔ
」に
よ
る
世
界
遺
産
応
援
ラ
イ
ブ
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
本
年
の
国
内
候
補
登
録
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、当
所
で
は
佐
渡
近
銀

山
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、引
き
続
き

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
」の

早
期
全
線
開
通
を
目
指
し
て
要
望
活
動

　

９
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た「
第
18
回
日
本

海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
建
設
促
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
」で
の
大
会
決
議
を
受
け
、同
23
日
、県
連

福
田
会
頭
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
代
表

で
あ
る
海
輪
東
北
経
済
連
合
会
長
と
と
も
に

中
央
へ
の
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、国
土
交
通
省
で
田
中
副
大
臣
、石

川
道
路
局
長
、藤
井
国
土
政
策
局
長
ら
に
要

望
書
を
手
渡
し
た
ほ
か
、自
民
党
本
部
で
は
、

下
村
幹
事
長
代
行
や
竹
下
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道

路
調
査
会
長
に
も
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

新潟県新潟市中央区米山２丁目５番地１

新潟　信用保証 検　索

新潟市中央区川岸町１丁目47番地１
（新潟県中小企業会館内） ☎025（267）1313

「小口零細企業保証制度」は
＜３つのメリット＞
１．保証人不要（法人代表以外）
２．原則担保不要
３．信用保証料率の割引有り

なじらね～!?
制度の概要は、ホームページへクリック！

田中副大臣（中央）に要望書を手渡す
福田会頭（左）と海輪会長（右）

講演する何平総領事（会場：朱鷺メッセ）


